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建築構造部材の弾塑性挙動の早期体験型実験

一建築構造力学演習の改善（2013 年度）ー

1 緒言

本フ
。
ロジェク卜は、 本来は建築学科2年次後期に学

習する予定の内容を、 実験授業を通して1年次後期に

早期体験させるものである 1）。 今回は同フ
。
ロジェク卜

の実績報告書の第2報として、2011 年度以降から

2013 年度まで、に行った改善点ならびに学生による授

業評価の結果を報告する。

2. プロジェクトの実施概要と改善点

2.1 プロジェクトの位置付けと目的

本授業科目（建築構造力学演習（1年次 ・ 後期））に

おいては、 100mmサイズのH形断面鋼部材
ー
の弾塑性

1il1げ実験を行う。 この実験は弾性域に留まらず塑性域

まで加力するものであり、 実施される実験の観察や実

験結果の整理 ・ 解析を通して建築構造物の非弾性挙動

を早期体験できるものである。

表1 に建築学科における構造力学科目群（建築構造

力学第一～第四、 建築構造力学演習）の流れを示す。

建築構造力学は学部1 、 2年次に開講されており、

3年次より開請される建築構造学（銅構造、鉄筋コンク

リ ート構造、建築耐震構造等）の力学的基礎を学習する

ものである。 また、 同第一～第三の学習内容は弾性解

析であり、 第四で塑性解析が登場する。

なお、 1年次後学期に建築構造力学第二と並行する

形で開講される建築構造力学演習の実験テ ーマは、

2011年度以前は表2の1 ） ～4）に示されるような弾性

実験に限定されていた。 これは、 実験を通して建築構

造力学第ーと同第二で学んだ力学的基礎理論を理解す

ることに重点が置かれていたからである。

従って、2011年度以降、表2に新たに加わった実験

テーマ 5) ,6）のは、 大学に入学して建築学を学び始め

た学生にとっては早期体験型の実験である。

また、 建築構造力学第四で取り扱う建築骨組の塑性

解析は、 建築構造における耐震設計で、確認する保有水

平耐力の基本的な解析法である。 従って、 本実験は、

塑性解析法の条件である塑性ヒンジの概念を理解する

上で大変重要で必要な内容である。

2.2 プロジェクト実験の内容

2.2.1 鋼はり試験体の作製

写真1 に示す鋼はり試験体はH-1OOx100x6x8のサイ
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表l 構造力学科目群の構成

1年次 2年次
前学期 後学期 前学期 後学期

力 建築構造 建築構造 建築構造 建築構造
非号人ー 力学第一② 力学第二② 力学第三② 力学第四く2>

科 建築併造演習

目 ② 

内
静定力学

材料力学
不静定力学

建築骨組

容 弾性 塑性

数値は単位数。 ただし 、 O 必修科目 、 （）：選択必修科目

表2 建築構造力学演習の実験課題
実験テ ー マ 実験目的

1）アノレミニュ ー ム製トラス トラス音II材のひずみ度の測定

2）長方形断面金属製はり模型 はり材の縁ひずみ度の測定

3) r I形断而アクリノレはり模!J/1 はり断面のひずみ度分布の測定

4) T形断面アクリノレはり篠型 はり材のたわみ誌のiJIIJ定

5) II形断而鋼材の引張試験 応力皮ひずみ度関係の観察

6) H形llifr而鋼はり材の実験 。単盟十生挙窃jの観察

写真1 鋼はり試験体（H-100x100x6x8) (2011年度）

写真2 銅はりの弾塑性曲げ実験（全景）(2013年度

ズの圧延H形鋼から作製した。 はり試験体材端の支持








